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大
学
と
と
も
に
未
来
へ
進
む

国
立
大
学
協
会
の
各
種
提
言
・
要
望
活
動

　

国
立
大
学
協
会
で
は
、国
立
大
学
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、国
会
議
員
を
は
じ
め
と
し
た
高
等
教
育
関
係
者
へ
の

提
言
や
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に
つ
い
て

　

6
月
15
日
に「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
8
」、「
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
8
」及
び「
統
合

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、当
協
会
で
は
、「
国
立
大
学
の
教
育
研
究
活
性
化
を

促
進
す
る
人
事
給
与

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革

の
基
本
的
な
方
向
性

に
つ
い
て
」を
ま
と
め

ま
し
た
。
6
月
28
日

に
は
当
協
会
の
山
極

壽
一
会
長
、
松
尾
清

一
副
会
長
か
ら
、
林

芳
正
文
部
科
学
大
臣

に
同
文
書
を
手
交
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
当
協
会
で
は
、

現
在
改
革
実
現
の
た

め
の
具
体
的
な
方
策

に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
関
係
予
算
の
充
実
及
び

税
制
改
正
の
要
望
に
つ
い
て

　

８
月
７
日
、衆
議
院
第
２
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟
第
13
回
総
会
に
お
い
て
、

国
立
大
学
関
係
予
算
充
実
及
び
多
様
な
財
源
確
保
の
た

め
の
税
制
改
正
を
求
め
る「
平
成
31
年
度
予
算
に
お
け
る

国
公
立
大
学
関
係
予
算
の
充
実
及
び
税
制
改
正
に
関
す

る
決
議
」が
採
択
さ
れ
、同
日
、斉
藤
鉄
夫
議
員
連
盟
会

長
代
行
か
ら
新
妻
秀
規
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
に
、山

極
会
長
ら
か
ら
う
え
の
賢
一
郎
財
務
副
大
臣
に
決
議
文

を
手
交
し
ま
し
た
。さ
ら
に
8
月
24
日
に
は
松
尾
副
会
長
、

永
田
恭
介
副
会
長
、岡
正
朗
副
会
長
、室
伏
き
み
子
副
会

長
が
揃
っ
て
林
文
部
科
学
大
臣
に
予
算
・
税
制
改
正
の
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

国 大協 T O P I C S下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。
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大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
は
、
国
立
大
学
協
会

の
特
別
会
員
で
あ
り
、国
公
私
立
大
学
の
枠
を
越
え

て
、全
国
の
研
究
者
に
共
同
利
用
・
共
同
研
究
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、多
様
な

研
究
活
動
を
行
う
大
学
と
と
も
に
、学
術
研
究
推
進

の「
車
の
両
輪
」と
し
て
、日
本
全
体
の
研
究
水
準
の

向
上
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、国
立
天
文
台
に
お
い
て
、ご
自
身
の

専
門
で
あ
る
天
文
学
分
野
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
術
全
体
に
お
け
る「
大
型
研
究
」と
い
う
概
念
を

日
本
で
初
め
て
打
ち
出
さ
れ
、研
究
環
境
の
整
備
の

た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
海
部
宣
男
先
生
か
ら
、

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、各
大
学
の
様
々

な
分
野
の
研
究
者
が
、大
学
共
同
利
用
機
関
の
各
研

究
所
を
核
と
し
て
、新
た
な
知
を
生
み
出
し
て
い
る

姿
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、2
0
0
4
年
の
国
立
大
学
法
人
化
に
伴
っ

て
創
刊
さ
れ
ま
し
た
当
協
会
広
報
誌「
国
立
大
学
」

は
、今
号
を
も
ち
ま
し
て
50
号
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
14
年
に
わ
た
っ
て
順
調
に
発
行
を
重
ね
て
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
愛

読
と
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
も
国
立
大
学
の
特
色
や
取
り
巻
く
課
題
へ

の
取
組
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、温
か
い
ご
支
援
、ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
立
大
学
協
会
広
報
委
員
長

お
茶
の
水
女
子
大
学
長

室
伏 

き
み
子

【
特
集
】	

大
学
共
同
利
用
機
関

国
境
を
越
え
た
場
が

日
本
の
研
究
力
向
上
の
糸
口
と
な
る

2

日本の総論文数や被引用度の高い論文数が他国に比べて伸びないのは、国際共著論文が少ないことが要因であるとする分析がある※。今回特集
した大学共同利用機関は、近年、海外研究者の受入数の増加が顕著であり、平成28年度には全体の約4分の1を占める。大学共同利用機関が関係
する論文の国際共著率も、日本の平均の約2倍となっており、大学共同利用機関が、国境を越えた研究者の移動や研究交流のハブとなっているこ
とがうかがえる。
※NISTEP調査資料262 科学技術のベンチマーキング2017(H28.8)
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■人間文化研究機構本部
■自然科学研究機構本部
■情報・システム研究機構本部

人間文化研究機構
❶国立歴史民俗博物館　　❷国文学研究資料館　❸国立国語研究所　❹国際日本文化研究センター　
❺総合地球環境学研究所　❻国立民族学博物館

自然科学研究機構
❼国立天文台　❽核融合科学研究所　❾基礎生物学研究所　10生理学研究所　11分子科学研究所

高エネルギー加速器研究機構
12素粒子原子核研究所　13物質構造科学研究所　14加速器研究施設　15共通基盤研究施設　16J-PARCセンター

情報・システム研究機構
17国立極地研究所　18国立情報学研究所　19統計数理研究所　20国立遺伝学研究所

大学共同利用機関所在地

60％
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50％

30％

10％

その他

外国機関

民間機関

公的機関

私立大学

公立大学
大学共同利用機関
（当該機関を除く）
国立大学

日本全体
27.7%

15,000

25,000

5,000

20,000

10,000

高エネルギー
加速器研究機構

50.2%

自然科学
研究機構

43.9%

情報・システム
研究機構

47.7%

H28
年度

22,703

H23
年度

19,195

0％ 0

■ 論文の国際共著率（平成21〜25年度） ■ 研究者の受入状況の推移（平成23・28年度）

（注）5年平均値であるweb of Scienceデータベース収録論文を
自然科学系の8つの分野カテゴリーで分類しているため、人間文化
研究機構についてはデータがない。

（出典）文部科学省科学技術・学術政策研究所「研究論文に着目した
日本の大学ベンチマーキング2015」より国立大学協会事務局作成。

（注１）研究者のカウント方法は、各機関が実施する共同利用・共同研究
の特性に応じ、各機関において設定されたものであり、単純な比較を行
うことは適当ではない。

（注２）「その他」には、任意団体、所属のない研究者等が含まれる。
（出典）文部科学省科学技術・学術審議会 学術分科会研究環境基盤部会
（第78回）及び同省研究環境基盤部会（第96回）配布資料より国立大学協
会事務局作成。
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国立天文台名誉教授
国際天文学連合（IAU）顧問
日本学術会議連携会員

海部 宣男

野辺山の45ｍ電波望遠鏡では突撃隊長、ハワイのすばる望遠鏡では建設
リーダー、チリのアルマ望遠鏡では国立天文台長として三つの大型望遠鏡
建設に携わった海部宣男先生。大型プロジェクトを通して培われた視点は、
日本全体の学術の方向性にも発揮された。そんな海部先生は、大学等の法
人化の際や、その後の「第３期中期目標期間における国立大学法人運営費
交付金の在り方に関する検討会」においても、鋭い意見を投げかけてきた。
今回、国立大学と大学共同利用機関のこれからについて話を伺った。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
た

大
学
共
同
利
用
機
関

　　
「
大
学
共
同
利
用
機
関
の
話
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
共
同
利
用
の
話
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
」

　

海
部
宣
男
先
生
は
静
か
に
話
し
始
め
た
。
共

同
利
用
と
い
う
概
念
は
、１
９
５
３
年
、湯
川
秀

樹
博
士
が
、ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
た
京
都
大
学
湯
川
記
念
館（
現

在
の
基
礎
物
理
学
研
究
所
）を
共
同
利
用
研
究

の
場
と
し
て
開
放
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。

次
い
で
日
本
学
術
会
議（
以
下
、学
術
会
議
）の

勧
告
に
基
づ
き
、１
９
５
５
年
、全
国
共
同
利
用

研
究
所
と
銘
打
っ
て
、東
京
大
学
原
子
核
研
究

所（
現
在
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）の
前
身
と
な
っ
た
）が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

理
論
物
理
学
中
心
の
湯
川
記
念
館
と
は
対
照
的

に
、同
研
究
所
は
本
格
的
な
大
型
装
置
を
必
要

と
す
る
。

　
「
敗
戦
か
ら
間
も
な
い
時
期
で
、研
究
を
支
え

る
資
金
は
甚
だ
乏
し
か
っ
た
が
、共
同
利
用
と

い
う
形
で
1
カ
所
に
重
点
的
に
装
置
を
整
備
す

る
の
は
、非
常
に
効
率
的
だ
っ
た
」

　

そ
の
後
、学
術
会
議
が
次
々
と
提
言
・
勧
告
し
、

様
々
な
分
野
の
全
国
共
同
利
用
研
究
所
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
若
い
研
究
者
は
学
術
会
議
が
何
を
や
っ
て

い
る
か
、あ
ん
ま
り
知
ら
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、戦

後
の
日
本
の
学
術
を
立
ち
上
げ
た
の
は
学
術
会

議
。
今
の
会
員
に
も
、そ
の
業
績
を
振
り
返
っ
て

も
ら
い
た
い
。
学
術
会
議
は
、日
本
の
全
学
術
分

野
を
代
表
す
る
機
関
。
そ
う
い
う
役
割
を
、今
後

日
本
の
研
究
力
を
支
え
る

〝
共
同
利
用
〟の
精
神
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も
果
た
す
べ
き
だ
と
思
う
」

　

し
か
し
、全
国
の
共
同
利
用
と
は
い
え
、大
学

内
の
組
織
で
は
限
界
も
あ
っ
た
。
や
が
て
大
学

か
ら
独
立
し
た
共
同
利
用
組
織
を
作
ろ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
、１
９
７
１
年
、日
本
で
初
め

て
特
定
の
研
究
機
関
に
属
さ
な
い
大
学
共
同
利

用
機
関
、高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所（
現
在

の
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）が
誕
生
し
た
。
次
い
で
分
子
科
学
研

究
所
な
ど
が
続
々
と
設
立
さ
れ
て
い
く
。

　
「
大
学
の
枠
を
超
え
た
共
同
利
用
研
究
所
が

で
き
た
の
は
、画
期
的
な
こ
と
で
し
た
」

　

東
京
大
学
東
京
天
文
台
が
中
心
と
な
っ
て
大

学
共
同
利
用
機
関
で
あ
る
国
立
天
文
台
が
生
ま

れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
十
数
年
後
だ
が
、海
部
先

生
が
当
時
在
籍
し
て
い
た
東
京
天
文
台
の
野
辺

山
宇
宙
電
波
観
測
所
は
、完
成
時
の
１
９
８
２

年
に
は
天
文
学
分
野
と
し
て
は
日
本
で
唯
一
の

全
国
共
同
利
用
施
設
に
な
っ
て
い
た
。
野
辺
山

の
45
ｍ
電
波
望
遠
鏡
は
、ミ
リ
波
に
よ
る
星
間

分
子
分
光
観
測
を
飛
躍
的
に
高
度
化
し
て
、星

の
生
成
や
銀
河
構
造
の
解
明
と
い
っ
た
分
野
の

開
拓
を
目
指
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
口
径
11
ｍ
の

電
波
望
遠
鏡
が
ミ
リ
波
で
は
世
界
最
大
だ
っ
た

時
代
に
、
若
き
海
部
先
生
が
故
森
本
雅
樹
、
赤

羽
賢
司
両
教
授
ら
と
と
も
に
、そ
れ
を
は
る
か

に
超
え
る
ミ
リ
波
望
遠
鏡
と
し
て
作
り
上
げ
た
。

建
設
費
総
額
約
１
１
０
億
円
、当
時
の
基
礎
科

学
最
大
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

　
「
作
る
前
か
ら
、日
本
中
で
使
う
共
同
利
用
望

遠
鏡
に
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
海
外
に
も
オ
ー

プ
ン
に
し
た
が
、こ
れ
は
大
い
に
刺
激
に
な
っ
て
、

野
辺
山
は
天
文
学
で
は
日
本
最
初
の
世
界
一
流

の
観
測
所
と
し
て
、先
駆
的
な
仕
事
が
で
き
た

会
で
、文
部
科
学
省
と
し
て
ど
う
支
援
し
て
い

く
か
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
た
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
基
礎
と
し
て
さ
ら
に
実
施
に
向
け
た
視

点
で
透
明
性
の
高
い
評
価
を
行
い
、結
果
を
公

開
し
た
上
で
、で
き
る
も
の
か
ら
予
算
化
す
る

と
い
う
文
部
科
学
省
の「
学
術
会
議
の
大
型
計

画
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
プ
ロ
セ
ス
が
動
き
出
し

た
。
こ
れ
を
通
し
て
、こ
れ
ま
で
十
数
件
の
大
型

計
画
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

国
立
天
文
台
の
法
人
化

目
指
し
た
の
は
研
究
の
活
性
化

　

国
立
天
文
台
を
は
じ
め
と
す
る
15
機
関
18
研

究
所
に
分
か
れ
て
い
た
大
学
共
同
利
用
機
関
は
、

２
０
０
４
年
に
四
つ
の
大
学
共
同
利
用
機
関
法

人
の
も
と
に
再
編
さ
れ
た
。
海
部
先
生
は
当
時
、

国
立
天
文
台
長
だ
っ
た
た
め
、任
期
の
後
半
は

ア
ル
マ
望
遠
鏡
の
推
進
及
び
学
術
の
大
型
計
画

を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
法
人
化
問
題
に
費

や
し
た
と
い
う
。

　
「
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
も
、真
剣
に
考
え
ま
し

た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
人
事
と
組
織
が
自
由
に

な
る
の
は
、す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
」

　

そ
こ
で
法
人
化
後
、国
立
天
文
台
で
真
っ
先

に
行
っ
た
の
が
人
事
制
度
の
改
革
だ
。
そ
れ
ま

で
技
術
面
で
優
れ
た
人
材
を
処
遇
し
よ
う
と
し

て
も
、公
務
員
制
度
の
中
で
は
制
約
が
あ
っ
た
。

や
む
を
得
ず
助
教
授
の
ポ
ス
ト
を
使
っ
た
り
し

て
い
た
が
、法
人
化
後
は
、新
た
に「
技
師
長
」を

ト
ッ
プ
と
す
る
技
術
系
職
員
の
ポ
ス
ト
を
作
っ

た
。
給
与
面
で
の
待
遇
が
変
わ
ら
な
く
て
も
技

術
者
と
し
て
評
価
す
る
方
が
、技
術
職
員
に
は

も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
年
と
な
っ
た
２
０
０
５

年
の
10
月
、今
度
は
学
術
会
議
の
会
員
に
な
り
、

第
三
部
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で

提
案
し
た
の
が
、日
本
初
の
学
術
全
分
野
の
大

型
計
画
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
だ
。

　

学
術
会
議
で
進
め
た
大
型
計
画
検
討
の
事
前

調
査
で
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
成
さ
れ
て
い
る

学
術
の
総
合
的
な
大
型
計
画
Ｅ
Ｓ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
に
人

文
科
学
分
野
の
計
画
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、感
銘
を
受
け
た
。

　
「
大
型
計
画
と
い
え
ば
、物
理
分
野
の
大
型
加

速
器
や
天
文
分
野
の
大
型
望
遠
鏡
と
い
っ
た
で

か
い
装
置
を
作
る
こ
と
が
中
心
と
思
っ
て
い
た

が
、間
違
っ
て
い
た
。
狭
い
分
野
だ
け
で
考
え
て

い
て
は
だ
め
だ
と
思
っ
た
」

　

そ
こ
で
大
型
計
画
の
定
義
に
、従
来
の
大
型

施
設
計
画
に
加
え
、大
規
模
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

や
実
験
資
料
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
研
究

の
大
き
な
基
盤
を
整
備
し
て
そ
の
学
術
分
野
を

発
展
さ
せ
る
、大
規
模
研
究
計
画
の
考
え
方
を

盛
り
込
ん
だ
。
こ
う
し
て
、人
文
社
会
や
生
命
科

学
な
ど
全
学
術
分
野
を
対
象
と
す
る
、学
術
会

議
の
大
型
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
生
ま
れ
た
。

大
型
計
画
と
は
、分
野
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

で
日
本
の
学
術
研
究
を
押
し
上
げ
る
大
規
模
で

国
民
的
な
案
を
広
く
公
募
し
、学
術
会
議
全
体

で
科
学
的
価
値
を
審
査
し
て
、リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
計
画
を
公
開
す
る
。

　

提
言
に
基
づ
い
て
、２
０
１
０
年
に
最
初
の

「
学
術
の
大
型
施
設
計
画
・
大
規
模
研
究
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」が
完
成
し
た
。
今
度
は
こ
れ
を

受
け
て
、海
部
先
生
が
部
会
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
の
研
究
環
境
基
盤
部

と
思
う
」

　

大
型
光
赤
外
線
望
遠
鏡（
す
ば
る
望
遠
鏡
）の

建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
も
契
機

に
、１
９
８
８
年
、東
京
天
文
台
は
大
学
共
同
利

用
機
関
に
改
組
、
国
立
天
文
台
と
な
っ
た
。
海

部
先
生
は
、大
学
共
同
利
用
機
関
に
な
っ
て
、と

て
も
良
い
こ
と
が
二
つ
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
一
つ
は
、人
事
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
こ
と
。

選
考
委
員
を
外
部
か
ら
呼
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
、人
材
が
流
動
化
・
多
様
化
し
た
。
天
文
台
の

雰
囲
気
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
も
う

一
つ
は
、共
同
利
用
に
よ
る
国
内
の
大
学
へ
の

貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、国
内
的
に
も
国
際
的
に
も

日
本
の
天
文
学
を
代
表
で
き
る
。
そ
う
す
る
と

大
型
計
画
の
実
現
や
運
用
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

し
、日
本
の
代
表
と
し
て
国
際
協
同
計
画
を
進

め
、成
果
を
日
本
に
還
元
で
き
た
と
思
う
」

　

海
部
先
生
は
再
び
世
界
一
を
目
指
し
、電
波

天
文
分
野
か
ら
光
赤
外
天
文
分
野
に
移
っ
て
、

建
設
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽

引
し
た
。（
す
ば
る
望
遠
鏡
に
つ
い
て
は
、本
誌

Episode
4

に
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
）

　

野
辺
山
の
ミ
リ
波
望
遠
鏡（
45
ｍ
電
波
望
遠

鏡
と
ミ
リ
波
干
渉
計
）、日
本
最
初
の
国
外
恒
久

施
設
と
し
て
ハ
ワ
イ
に
建
設
し
た
す
ば
る
望
遠

鏡
、こ
の
二
つ
を
通
じ
て
、日
本
の
天
文
学
は
世

界
の
一
流
に
躍
り
出
る
こ
と
が
出
来
た
。
続
く

ア
ル
マ
望
遠
鏡
建
設
で
は
、国
立
天
文
台
長
と

し
て
ア
メ
リ
カ
、欧
州
と
対
等
に
協
同
す
る
初

め
て
の
試
み
を
成
功
さ
せ
た
。

　

２
０
０
４
年
に
ア
ル
マ
望
遠
鏡
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
軌
道
に
乗
り
、大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

も
ス
タ
ー
ト
。
国
立
天
文
台
長
と
し
て
の
任
期
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歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、ア
ル
マ
望
遠
鏡
建
設
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、外
部
人
材
を
積
極
的

に
登
用
し
た
。

　
「
国
立
天
文
台
と
一
緒
に
開
発
を
や
っ
て
き
た

メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
が
定
年
に
な
っ
て
、『
ア
ル

マ
望
遠
鏡
の
受
信
機（
表
紙
・
海
部
先
生
の
左
側

の
装
置
が
そ
の
一
つ
）の
開
発
を
一
緒
に
や
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
か
』と
誘
う
と
、大
喜
び
で
来
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
れ
は
外
部
で
作
る
こ
と
は
不

可
能
で
し
た
。
そ
う
し
た
企
業
の
技
術
者
に
も

来
て
も
ら
っ
て
内
製
し
ま
し
た
が
、そ
れ
も
法

人
化
で
可
能
に
な
っ
た
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

ま
た
、受
信
機
を
輸
送
す
る
た
め
に
チ
リ
と
の

交
渉
に
あ
た
る
人
を
募
集
す
る
と
、通
商
の
経

験
が
あ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が

話
せ
る
人
が
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
人

た
ち
が
い
な
か
っ
た
ら
、超
高
度
な
受
信
機
製

作
を
や
り
き
る
こ
と
は
、到
底
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」

　

さ
ら
に
、海
部
先
生
は
、思
い
切
っ
た
組
織
改

革
に
も
乗
り
出
す
。

　
「
国
立
天
文
台
に
な
っ
た
１
９
８
８
年
か
ら
、

そ
れ
ま
で
の
部
門
を
ま
と
め
て
、電
波
天
文
研

究
系
や
光
赤
外
天
文
研
究
系
な
ど
、全
部
で
四

つ
ほ
ど
の
い
わ
ゆ
る
大
部
門（
系
）制
に
し
て
、人

事
は
中
で
柔
軟
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
」

　

海
部
先
生
い
わ
く「
そ
れ
は
大
変
良
い
第
一

歩
だ
っ
た
」が
、更
な
る
改
革
を
目
指
し
て
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
と
い
う
、ま
っ
た
く
新
し
い「
た

ぶ
ん
日
本
で
初
め
て
」の
制
度
を
法
人
化
の
２

年
ほ
ど
前
か
ら
議
論
し
、実
行
し
た
。

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」に
も
委
員
と
し
て
参

画
し
て
い
た
。
検
討
の
過
程
で
何
度
も
強
調
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
大
学
共
同
利
用
機
関
の
事
項
も
入
っ
て
は

い
ま
し
た
が
、や
は
り
基
本
的
に
共
同
利
用
と

い
う
面
が
弱
か
っ
た
。
大
学
共
同
利
用
機
関
が

共
同
利
用
で
大
学
を
支
援
し
、ま
た
個
々
の
共

同
利
用
研
究
所
と
関
連
大
学
研
究
者
の
協
力
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
で
、日
本
全
体
の
学
問
レ

ベ
ル
を
押
し
上
げ
る
と
い
う
視
点
、そ
れ
が
必

要
で
し
た
」

　

評
価
方
式
に
つ
い
て
も
手
厳
し
い
。
現
在
の

評
価
は
予
算
を
削
減
・
再
配
分
す
る
た
め
の
も
の

に
な
っ
て
い
て
、日
本
全
体
の
学
問
レ
ベ
ル
を

上
げ
る
ど
こ
ろ
か
、大
学
間
の
競
争
を
過
度
に

強
制
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　
「
国
際
的
に
行
わ
れ
て
い
る
科
学
の
大
型
計

画
や
研
究
機
関
に
対
す
る
評
価
は
、改
善
す
べ

き
点
は
指
摘
す
る
が
、そ
れ
は
基
本
的
に
、評
価

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、日
本
の
学
術
全
体

に
お
け
る
共
同
利
用
の
重
要
性
や
そ
の
あ
り
方

が
、改
め
て
議
論
さ
れ
た
。

　
「
法
人
化
す
れ
ば
、大
学
は
独
立
し
た
組
織
。

互
い
の
競
争
が
激
化
し
、共
同
利
用
は
そ
の
個

別
の
檻
の
中
で
機
能
を
失
っ
て
し
ま
う
。
日
本

の
学
術
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
す
」

　

そ
こ
で
文
部
科
学
省
は
、研
究
環
境
基
盤
部

会
の
議
論
を
受
け
て
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
の
制
度
を
打
ち
出
し
、認
定
を
受
け
た
研
究

所
に
は
一
定
の
補
助
金
を
配
分
す
る
と
い
う
形

で
、共
同
利
用
を
側
面
か
ら
支
援
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
あ
ま
り
、文
部
科
学
省
の
方

針
に
よ
り
、第
３
期
中
期
目
標
期
間
か
ら
、国
立

大
学
は
運
営
費
交
付
金
の
一
部
を
拠
出
し
、評

価
に
よ
っ
て
再
配
分
を
受
け
る
と
い
う
重
点
配

分
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
海
部
先
生
は
、そ

の
制
度
を
検
討
す
る「
第
３
期
中
期
目
標
期
間

に
お
け
る
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
の
在

　
「
岡
山
観
測
所
に
せ
よ
、
野
辺

山
観
測
所
に
せ
よ
、い
っ
た
ん
で

き
る
と
、そ
こ
の
人
は
未
来
永
劫
、

観
測
所
が
あ
る
と
思
っ
て
し
ま

う
。
で
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
寿
命
が
あ

る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
達
成
で
き
な

く
な
っ
た
ら
、そ
れ
で
お
し
ま
い
。

そ
う
い
う
了
解
を
国
立
天
文
台
全

体
で
し
た
上
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

制
に
移
行
し
た
」

　

自
然
科
学
研
究
機
構
の
ほ
か
の

研
究
所
か
ら
は
不
安
視
す
る
声
も

あ
っ
た
が
、海
部
先
生
は
、国
立
天

文
台
は
基
本
的
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
に
走
っ
て
い
る
た
め
、そ
の
や
り

方
が
非
常
に
合
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
海

部
先
生
の
中
に
常
に
あ
っ
た
の
は
、研
究
の
活

性
化
と
、そ
の
た
め
の
体
制
を
ど
う
革
新
す
る

か
と
い
う
視
点
だ
っ
た
。

国
立
大
学
の
法
人
化
と
共
同
利
用

　

海
部
先
生
も
参
画
し
て
い
た
研
究
環
境
基
盤

部
会
に
お
い
て
、法
人
化
の
下
で
は
共
同
利
用

の
メ
リ
ッ
ト
が
活
か
さ
れ
な
く
な
る
、と
い
う

危
惧
が
出
た
と
い
う
。
国
立
大
学
に
お
い
て
競

争
・
効
率
化
重
視
の
組
織
再
編
が
進
め
ば
、特
に

大
学
附
置
の
共
同
利
用
研
究
所
は
、そ
れ
ま
で

の
学
術
的
な
蓄
積
や
、全
国
的
・
国
際
的
な
視
野

で
ど
の
よ
う
に
重
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
評

価
さ
れ
ず
、学
内
の
論
理
で
縮
小
さ
れ
た
り
変

質
し
た
り
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
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賞「ミリ波天文学の開拓」(1987)。主な著書は、和文テキスト
では「宇宙電波天文学」（共立出版 1988/2012）、「望遠鏡」（岩
波書店 2005）、「宇宙・自然システムと人類」（NHK教育出版 
2008/2014）など。一般向けでは「銀河から宇宙へ」（新日本新
書 1972）、「宇宙をうたう」（中公新書 1999）、「すばる望遠鏡
の宇宙」（岩波新書カラー版 2007）、「世界を知る101冊」（岩波
書店 2011、毎日新聞書評賞受賞）など多数。子ども向けには、
絵本「時間のけんきゅう」（岩波書店 1977、サンケイ児童出版
文化賞（科学賞）受賞）、科学まんが「あっ！星がうまれる」（新日
本出版社 1985/1992）など。
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さ
れ
た
側
が
結
果
を
見
て
よ
り
良
い
も
の
に
な

る
よ
う
に
励
ま
す
も
の
で
す
。
日
本
で
は
ど
う

や
っ
て
規
制
を
か
け
予
算
を
減
ら
そ
う
か
と
い

う
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
形
式
的
な
評
価
に
な
っ
て

い
な
い
か
心
配
で
す
」

　

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
総
合
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
は
、国
立
大
学
の
国
費
の
依
存

度
の
高
さ
や
研
究
力
の
低
下
、改
革
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
日
本
の
基
礎
科

学
の
レ
ベ
ル
低
下
が
、国
際
報
道
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
に
海
部
先
生
は
、お

金
を
出
さ
な
い
で
上
か
ら
改
革
を
強
要
す
る
今

の「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
優
先
・
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」

戦
略
で
は
、研
究
が
委
縮
し
停
滞
す
る
に
決
っ

一
つ
に
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
大
学
側
で
も

積
極
的
に
大
学
共
同
利
用
機
関
と
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
っ
て
、も
っ
と
い
ろ
ん
な
共
同
研
究
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
を
学
長
と

相
談
し
た
り
、大
学
内
で
も
共
同
利
用
・
共
同
研

究
へ
の
希
望
を
聞
い
た
り
す
る
機
能
を
持
っ
て

い
た
だ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
」

　

大
学
共
同
利
用
機
関
は
長
い
間
、大
学
の
関

連
分
野
の
研
究
者
と
は
不
即
不
離
の
密
接
な
関

係
を
続
け
て
お
り
、学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強

力
な
基
盤
と
し
て
日
本
全
体
の
研
究
力
向
上
に

貢
献
し
て
き
た
。

　
「
た
だ
し
、大
学
共
同
利
用
機
関
が
存
在
す
る

比
較
的
特
定
の
分
野
に
偏
っ
て
き
た
と
い
う
問

題
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
大
学
附
置
の
共
同
利

用
・
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
強
化
し
た
り
、

ま
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
に
よ
り
全
学
術
分

野
で
の
大
型
計
画
の
推
進
が
進
め
ば
、人
文
社

会
や
生
命
科
学
な
ど
を
含
む
分
野
で
も
共
同
利

用
の
核
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
」

　

成
功
裏
に
進
ん
で
い
る
国
文
学
研
究
資
料
館

の
大
型
計
画「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」が
、そ
の
良
い
例
だ
と
い
う
。

　
「
国
立
大
学
の
学
長
さ
ん
た
ち
に
は
、共
同
利

用
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
い
て
、大
学
共
同
利

用
機
関
の
利
用
者
や
大
学
附
置
の
共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点
な
ど
の
現
場
の
研
究
者
の
声
に

耳
を
傾
け
、各
分
野
の
大
型
計
画
も
含
め
て
彼

ら
と
共
通
の
学
術
研
究
の
推
進
目
標
を
持
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、日
本
全
体

の
研
究
力
の
向
上
や
、意
義
あ
る
自
主
的
組
織

改
革
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」

　

海
部
先
生
は
そ
う
断
言
し
た
。

　
「
大
学
共
同
利
用
機
関
は
、大
学
を
代
表
し
て

高
い
ピ
ー
ク
を
作
る
。
大
学
の
先
生
方
に
は
、ど

ん
ど
ん
大
学
共
同
利
用
機
関
を
活
用
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、大
き
な
研
究
の
裾

野
が
で
き
る
。
国
立
天
文
台
も
、大
学
の
先
生
た

ち
と
協
同
す
る
こ
と
で
飛
躍
で
き
ま
し
た
。
大

型
装
置
の
共
同
利
用
自
体
は
欧
米
で
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、日
本
の
大
学
共
同
利
用
機
関
の

よ
う
な
、明
確
に
大
学
を
支
え
る
と
い
う
シ
ス

テ
ム
は
、ま
だ
日
本
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

国
立
大
学
法
人
法
に
は
、大
学
共
同
利
用
機

関
は「
大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
の
発
展
等
に

資
す
る
た
め
に
設
置
」す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

海
部
先
生
は
、大
学
共
同
利
用
機
関
も
こ
れ
を

改
め
て
銘
記
す
べ
き
だ
と
強
調
す
る
。

　
「
ア
メ
リ
カ
み
た
い
に
予
算
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
こ
ろ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
で
か
い
施
設

を
持
つ
こ
と
も
で
き
る
け
れ
ど
も
、日
本
じ
ゃ

そ
う
は
い
か
な
い
。
日
本
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
を
効
率
的
に
行
う
に
は
、集
中
し
て
世
界

最
高
峰
の
施
設
を
作
り
、共
同
利
用
で
広
い
裾

野
を
作
る
と
い
う
富
士
山
型
の
研
究
体
制
が
い

い
し
、取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。
分
野
に
も

よ
り
ま
す
が
、大
学
共
同
利
用
機
関
が
代
表
し

て
予
算
を
取
り
、大
学
の
た
め
に
働
く
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
す
ね
」

　

海
部
先
生
は
、
今
後
、
大
学
と
大
学
共
同
利

用
機
関
と
の
連
携
を
一
層
深
め
る
た
め
に
、大

学
共
同
利
用
機
関
の
自
己
改
革
と
と
も
に
、大

学
側
に
も
共
同
利
用
や
大
学
共
同
利
用
機
関
と

の
協
力
の
受
け
皿
と
な
る
組
織
が
あ
れ
ば
い
い

と
次
の
よ
う
に
提
案
す
る
。

　
「
本
当
は
大
学
共
同
利
用
機
関
側
も
、窓
口
が

て
い
る
、と
言
い
切
る
。
実
際
、各
大
学
で
博
士

課
程
へ
の
進
学
は
、目
に
見
え
て
減
っ
て
き
て

い
る
。

　
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
国
が
制
度
と
し
て
や

る
限
り
は
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
に
か
く
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
圧
力
に
飲
み
込
ま
れ
な
い
こ

と
、思
い
切
っ
た
自
律
的
な
工
夫
で
成
果
を
上

げ
、こ
の
時
代
を
乗
り
切
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
す
」

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、日
本
で
は
産
業
に
役

立
つ
も
の
と
い
う
意
味
で
の
み
使
わ
れ
る
こ
と

の
多
い
言
葉
だ
が
、本
来
の
概
念
は
、科
学
の
新

し
い
方
向
性
や
、広
い
意
味
で
社
会
へ
の
新
し

い
影
響
を
作
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
基
礎
科
学
に
だ
っ
て
も
ち
ろ
ん
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
。
今
、日
本
で
吹
き
荒
れ

て
い
る
よ
う
な
利
益
追
求
を
目
指
す
の
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。
大
学
や
研
究
所
が
本

来
の
自
主
的
な
学
問
を
社
会
的
に
も
国
際
的
に

も
推
進
す
る
姿
勢
に
立
て
ば
、評
価
に
ど
う
対

応
す
る
か
な
ど
の
方
法
論
も
、自
然
と
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

富
士
山
型
の
研
究
体
制
と

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
研
究
力

　

海
部
先
生
に
は
、か
つ
て
自
身
も
携
わ
っ
て

き
た
大
型
望
遠
鏡
の
建
設
や
東
ア
ジ
ア
天
文
学

協
力
、ま
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
策
定
し
て
き
た
経
験
か
ら
、大
勢
の
研
究

者
が
国
民
的
な
大
き
な
共
通
目
標
を
持
っ
て
グ

ル
ー
プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、密
接
に
協

同
し
て
働
く
こ
と
で
、そ
の
研
究
分
野
が
大
き

く
変
化
し
発
展
す
る
と
い
う
確
信
が
あ
る
。
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ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
も
貢
献

多
く
の
研
究
者
の
活
躍
の
場

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構（
以
下
、
Ｋ

Ｅ
Ｋ
）
は
、
粒
子
を
光
の
速
度
近
く
ま
で
加
速
し

て
、高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
に
す
る
加
速
器
を
用
い

て
、
宇
宙
の
起
源
、
物
質
や
生
命
の
根
源
を
探
求
し

て
い
る
。
前
身
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
は
、

１
９
７
１
年
に
筑
波
研
究
学
園
都
市
に
設
立
さ
れ

た
最
初
の
大
学
共
同
利
用
機
関
だ
。
２
０
０
８
年
の

小
林
誠
、益
川
敏
英
両
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞
の
も
と
と
な
っ
た「
小
林
・
益
川
理
論
」の
検
証

に
も
、Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
加
速
器
が
貢
献
し
た
。

Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
物
質
構
造
科
学
研
究
所
で
は
、
放
射
光
、

中
性
子
、ミ
ュ
オ
ン
な
ど
の
量
子
ビ
ー
ム
を
使
っ
た

物
質
構
造
科
学
の
研
究
を
幅
広
く
行
っ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
、フ
ォ
ト
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
Ｐ
Ｆ
）と
呼
ば
れ

る
放
射
光
の
施
設
で
は
、
Ｐ
Ｆ
リ
ン
グ
か
ら
発
生
す

る
非
常
に
明
る
く
波
長
の
短
い
Ｘ
線
を
利
用
し
た
研

究
が
で
き
る
こ
と
で
、国
内
外
に
あ
ま
た
あ
る
放
射

光
施
設
の
な
か
で
、基
礎
物
性
、構
造
生
物
を
は
じ
め

と
す
る
分
野
に
強
み
を
発
揮
し
て
き
た
。
Ｐ
Ｆ
で
は

現
在
、全
国
の
大
学
、国
立
研
究
開
発
法
人
、企
業
か

ら
年
間
３
０
０
０
人
以
上
の
研
究
者
、約
８
０
０
件

の
実
験
課
題
に
研
究
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
Ｘ
線
顕
微
鏡

Ｐ
Ｆ
が
新
た
に
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｘ
線
顕

微
鏡
は
、広
く
普
及
し
て
い
る
光
や
電
子
を
使
っ
た

顕
微
鏡
と
比
べ
、
Ｘ
線
顕
微
鏡
は
材
料
の
形
だ
け
で

な
く
、元
素
の
化
学
状
態
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
加
え
て
、
材
料
の
機
能
が
現
れ
る
場
所

X線顕微鏡（XAFS-CT）を用いて測定を行う金沢大学 福士 准教授（左）とKEK 武市 助教（右）。
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外
を
問
わ
ず
、魅
力
あ
る
取
組
を
し
て
い
る
施
設
に

行
く
。
今
は
ボ
ー
ダ
レ
ス
か
つ
国
際
競
争
の
時
代
。

Ｘ
線
顕
微
鏡
の
分
野
で
も
、日
本
が
魅
力
あ
る
環
境

を
提
供
し
、多
く
の
研
究
者
が
そ
こ
に
集
ま
っ
て
素

晴
ら
し
い
成
果
を
さ
ら
に
出
す
よ
う
に
な
る
と
良
い

で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
を
挙
げ
た
更
な
る
支

援
が
期
待
さ
れ
ま
す
」

大
学
共
同
利
用
機
関
と
国
立
大
学
の
基
盤
的
経

費
で
あ
る
運
営
費
交
付
金
は
、同
じ
財
源
か
ら
配
分

さ
れ
て
お
り
、国
立
大
学
と
同
様
に
予
算
が
年
々
、減

額
さ
れ
て
き
た
。
Ｐ
Ｆ
で
も
運
転
経
費（
電
気
代
）を

賄
う
の
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
国
立
大
学
の
予
算
の
一
部
を
集
め
て
、一
大
学
で

は
持
て
な
い
よ
う
な
設
備
を
運
営
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
。
大
学
に
Ｐ
Ｆ
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、新
学
術
領
域
や
Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
い
っ
た
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
外
部
資
金
を
活
用
し
て
、魅
力
あ
る

装
置
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

設
備
や
研
究
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
確
保
だ
け
で
な

く
、共
同
研
究
を
通
じ
た
ユ
ー
ザ
ー
と
の
つ
な
が
り

が
大
切
だ
と
い
う
。
木
村
教
授
と
武
市
助
教
は
今
後

の
展
望
を
語
る
。

「
顕
微
鏡
と
い
う
技
術
は
ハ
ー
ド
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、出
て
く
る
膨
大
な
デ
ー

タ
を
ど
う
処
理
す
る
か
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
材
料
が
分
か
る
人
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
を
処

理
す
る
情
報
科
学
の
人
、
数
学
の
人
、
計
測
の
人
も

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
入
り
乱
れ

て
話
せ
る
場
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
」

な
か
、
様
々
な
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て
、
こ
う
い
う

装
置
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
立
ち
上
が
り
、
研
究
が
で

き
た
こ
と
は
本
当
に
運
が
良
か
っ
た
で
す
」

Ｋ
Ｅ
Ｋ
で
は
、
大
学
共
同
利
用
機
関
の
人
材
と
研

究
環
境
を
活
用
し
て
博
士
課
程
の
教
育
を
行
う
総
合

研
究
大
学
院
大
学
の
ほ
か
、連
携
大
学
院
な
ど
の
制

度
に
よ
り
、
学
生
に
研
究
の
場
を
提
供
し
、
教
育
も

行
っ
て
い
る
。
菅
博
士
研
究
員
の
よ
う
に
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ

で
様
々
な
研
究
者
と
出
会
い
、自
ら
の
研
究
テ
ー
マ

を
開
花
さ
せ
て
き
た
学
生
・
研
究
者
は
多
い
。

一
方
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｘ
線
を
用
い
た
Ｘ
線
吸

収
分
光
︱

３
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
顕
微
鏡

（
X
A
F
S
–C
T
）は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
戦

略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

『
革
新
的
構
造
材
料
』」の
先
端
計
測
分
野
の
目
玉
と

し
て
Ｐ
Ｆ
に
導
入
さ
れ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、航

空
機
材
料
に
関
す
る
国
内
の
産
官
学（
そ
れ
ぞ
れ
27
、

35
、10
の
計
72
）の
主
要
機
関
が
参
画
す
る
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、Ｋ
Ｅ
Ｋ
も
木
村
正
雄
教
授
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
Ｔ
Ｉ
Ａ（
産
総
研
・
物
材
機
構
・
筑
波
大
・
Ｋ

Ｅ
Ｋ
・
東
大
）の
５
機
関
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
す

る
。
X
A
F
S
–C
T
は
50 

nm
以
下
の
空
間
分
解
能

を
持
ち
、航
空
機
用
材
料
の
亀
裂
や
欠
陥
を
非
破
壊

で
３
次
元
観
察
で
き
る
。
こ
の
装
置
を
活
用
し
た
研

究
に
も
取
り
組
む
武
市
助
教
は
、
Ｘ
線
顕
微
鏡
の
分

野
で
後
れ
を
と
っ
て
い
た
日
本
が
、世
界
に
追
い
つ

く
た
め
の
強
い
武
器
だ
と
太
鼓
判
を
押
す
。

異
分
野
間
の
交
流
が
成
果
を
生
む

木
村
教
授
に
よ
る
と
、現
在
は
世
界
中
の
放
射
光

施
設
で
Ｘ
線
顕
微
鏡
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

「
い
い
材
料
、テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る
人
は
、国
内

の
可
視
化
や
、様
々
な
環
境
下
で
材
料
が
反
応
し
て

き
た
履
歴
を
、幅
広
い
ス
ケ
ー
ル（
nm
〜
m
）で
探
索

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、材
料
化
学
、地
球

化
学
、
宇
宙
化
学
、
環
境
化
学
な
ど
様
々
な
分
野
で

の
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
の
Ｘ
線
顕
微
鏡
の
一
つ
、低
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｘ

線
を
用
い
た
走
査
型
透
過
Ｘ
線
顕
微
鏡（
Ｓ
Ｔ
Ｘ
Ｍ
）

は
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
武
市
泰
男
助
教
が
、
希
土
類
磁
石
の

状
態
の
不
均
一
さ
を
測
る
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
作

り
上
げ
た
も
の
で
、幅
広
い
分
野
で
の
利
用
が
可
能

だ
。
金
沢
大
学
の
福
士
圭
介
准
教
授
が
取
り
組
む
研

究
課
題
も
そ
の
一
つ
。

「
私
が
参
加
し
て
い
る
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究

費
補
助
金
新
学
術
領
域（
研
究
領
域
提
案
型
）（
※
）

『
水
惑
星
学
の
創
成
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
様
々
な

国
立
大
学
・
大
学
共
同
利
用
機
関
等
の
関
係
者
50
人

以
上
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
私
の
班
で
は
、
金
沢
大

学
、Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
ほ
か
、東
京
大
学
や
デ
ン
マ
ー
ク
工
科

大
学
の
研
究
者
が
、地
球
外
の
水
の
化
学
的
性
質
の

解
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｘ
Ｍ
を

使
っ
て
、微
細
な
隕
石
な
ど
地
球
外
物
質
を
調
べ
る

こ
と
で
、水
や
有
機
物
の
痕
跡
を
探
し
て
い
ま
す
」

今
年
度
は
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
予
算
に
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

外
部
資
金
も
合
わ
せ
て
、
Ｐ
Ｆ
に
新
た
な
ビ
ー
ム
ラ

イ
ン
を
建
設
、顕
微
鏡
の
高
度
化
を
行
う
予
定
だ
。

東
京
大
学
の
菅
大
暉
博
士
研
究
員
も
、
Ｓ
Ｔ
Ｘ
Ｍ

を
使
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

「
昨
年
ま
で
広
島
大
学
の
学
生
で
し
た
が
、
院
生

の
頃
か
ら
年
間
１
０
０
日
く
ら
い
Ｐ
Ｆ
で
実
験
し

て
い
ま
し
た
。
自
分
で
測
定
し
、
世
界
最
先
端
の
結

果
を
最
初
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｐ

Ｆ
の
Ｓ
Ｔ
Ｘ
Ｍ
を
使
わ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
実
験

で
し
た
。
装
置
が
な
く
て
研
究
で
き
な
い
人
が
い
る

※�

多
様
な
研
究
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
、学
術
水
準
の

向
上・強
化
に
つ
な
が
る
新
た
な
研
究
領
域
に
つ
い
て
、共
同
研

究
や
設
備
の
共
用
化
等
の
取
組
を
通
じ
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の

木村 正雄
（きむら まさお）

（KEK物質構造科
学研究所 教授）

京都大学大学院工学研究科 博士（工
学）。戦略的イノベーション創造プログ
ラムの「革新的構造材料」に参画。航空
機用構造材料の劣化等を研究中。

武市 泰男
（たけいち やすお）

（KEK物質構造科
学研究所 助教）

東京大学大学院理学系研究科博士課
程修了。独力で走査型透過X線顕微鏡
を開発し、2016年 AUMS の Young 
Researcher Awardを受賞。

福士 圭介
（ふくし けいすけ）

（金沢大学 環日本
海域環境研究セン
ター 准教授）

金沢大学大学院自然科学研究科博士
後期課程修了。新学術領域研究である

「水惑星学の創成」に参画し、「水惑星学
創成に向けた分子地球化学」を研究中。

菅 大暉
（すが ひろき）

（東京大学 地球惑
星科学専攻 博士
研究員）

広島大学大学院理学研究科博士課程
修了。KEK 物質構造科学研究所等主
催の「2015年度量子ビームサイエンス
フェスタ」で学生奨励賞を受賞。
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古
い
氷
か
ら
過
去
を
知
り
、未
来
を
予
測

南
極
で
の
ア
イ
ス
コ
ア
掘
削

近
年
の
北
極
域
で
の
急
激
な
海
氷
の
減
少
や
、南

極
大
陸
で
懸
念
さ
れ
る
本
格
的
な
氷
床
融
解
は
、人

類
の
生
存
環
境
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と

い
う
。
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
極
地
研
究

所（
以
下
、極
地
研
）で
は
、極
地
を
観
測
し
、そ
こ
で

起
こ
る
環
境
変
動
の
監
視
を
行
っ
て
い
る
。
極
地
研

の
研
究
施
設
の
一
つ
、ア
イ
ス
コ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

の
本
山
秀
明
教
授
に
よ
れ
ば
、
南
極
氷
床
は
、
過
去

の
地
球
の
環
境
変
動
の
情
報
が
詰
ま
っ
た「
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
」だ
と
い
う
。

「
南
極
氷
床
は
、数
万
年
か
ら
数
十
万
年
に
わ
た
り

降
り
積
も
っ
た
雪
が
重
な
っ
て
で
き
て
お
り
、過
去

の
地
球
環
境
変
動
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
性
能

の
ド
リ
ル
で
氷
床
を
掘
り
下
げ
、円
柱
状
の
氷
の
サ

ン
プ
ル（
ア
イ
ス
コ
ア
）を
採
取
し
、氷
や
そ
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
ガ
ス
を
分

析
す
る
こ
と
で
、気
候
変
動
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
の
地
球
環
境
の
変
化
が

分
か
る
だ
け
で
な
く
、将
来
の
気
候
変
動
を
予
測
す

る
た
め
の
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
」

氷
床
掘
削
は
、
１
９
４
９
年
に
フ
ラ
ン
ス
隊
が
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
５０
ｍ
の
掘
削
を
行
っ
て
以
来
、欧

米
諸
国
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
日
本
で
は
１
９
６
９

年
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
掘
削
さ
れ
た
コ
ア
か
ら
過

去
１０
万
年
の
気
温
の
変
化
が
復
元
さ
れ
た
こ
と
で
、

一
気
に
研
究
者
の
関
心
が
高
ま
っ
た
が
、当
時
の
日

本
の
氷
床
研
究
や
掘
削
技
術
の
水
準
は
、欧
米
に
遠

く
及
ば
な
か
っ
た
。
１
９
９
６
年
末
に
よ
う
や
く
日

本
も
南
極
で
２
５
０
３
ｍ
ま
で
掘
り
進
ん
だ
が
、
掘

削
孔
の
中
で
ド
リ
ル
が
引
っ
か
か
り
、
岩
盤
ま
で
あ

南極氷床コアから
過去・未来の地球環境変動を知る

掘削作業（ドームふじ基地にて）。

（提供：国立極地研究所）

情報・システム
研究機構

国立極地研究所
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ら
っ
て
、良
い
成
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、国
か
ら

新
た
な
掘
削
計
画
の
た
め
の
資
金
を
獲
得
す
る
。
こ

れ
を
１０
年
周
期
ぐ
ら
い
で
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

現
在
、８０
万
年
以
前
の
氷
を
掘
る
た
め
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
走
り
始
め
て
い
る
。

「
順
調
に
い
け
ば
、４
〜
５
年
先
に
は
南
極
で
の
掘

削
を
開
始
で
き
る
予
定
で
す
。
採
取
す
る
ア
イ
ス
コ

ア
の
最
深
部
は
、
２
４
０
０
〜
２
８
０
０
ｍ
程
度
と

前
回
よ
り
浅
い
の
で
す
が
、年
代
的
に
は
よ
り
遡
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
た
め
、国
立
大
学
の
若
手
研

究
者
に
声
を
か
け
て
お
り
、人
材
の
面
で
も
国
立
大

学
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。
大
学
所
属

の
研
究
者
に
つ
い
て
も
、数
カ
月
間
の
南
極
観
測
隊

の
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う「
研
究
者
交
流
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
も
用
意
し
て
い
る
。
観
測
の
期
間
中
は
、

極
地
研
が
給
与
を
負
担
す
る
た
め
、大
学
側
の
協
力

を
得
や
す
い
と
い
う
。

ア
イ
ス
コ
ア
研
究
に
限
っ
て
言
え
ば
、専
門
の
研

究
者
が
い
る
大
学
は
、北
海
道
大
学
、山
形
大
学
、名

古
屋
大
学
、北
見
工
業
大
学
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
程

度
。
極
地
研
内
に
も
5
人
ほ
ど
し
か
ア
イ
ス
コ
ア
研

究
者
が
お
ら
ず
、限
ら
れ
た
数
の
教
員
の
研
究
を
、大

学
院
生
や
学
部
学
生
が
支
え
て
い
る
。
本
山
教
授
も

次
世
代
の
極
域
研
究
を
担
う
若
い
研
究
者
の
確
保
に

苦
労
し
て
い
る
。
極
地
研
も
人
件
費
を
増
や
す
こ
と

が
難
し
い
状
況
な
の
で
、教
授
ポ
ス
ト
を
減
ら
し
て

若
い
研
究
者
を
雇
用
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
る
。

「
将
来
は
、最
古
の
氷
を
探
し
て
過
去
1
0
0
万
年

を
超
え
る
気
候
や
大
気
の
変
動
履
歴
を
見
つ
け
た
い

で
す
ね
」

そ
こ
に
、ぜ
ひ
若
い
人
に
も
加
わ
っ
て
ほ
し
い
。
本

山
教
授
は
そ
う
締
め
く
く
っ
た
。

国
立
大
学
が
多
い
の
は
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」

ア
イ
ス
コ
ア
研
究
は
学
際
的
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

研
究
対
象
は
太
陽
活
動
や
地
球
磁
場
の
変
動
、氷
の

中
の
微
生
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
特
に
南
極
氷
床

ド
ー
ム
ふ
じ
深
層
掘
削
計
画
で
得
ら
れ
た
深
層
コ
ア

は
世
界
的
に
貴
重
な
た
め
、共
同
研
究
組
織「
ア
イ
ス

コ
ア
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
I
C
C
）」で
、事
前
に
研
究

計
画
書
を
審
査
し
、メ
ン
バ
ー
に
配
分
し
て
い
る
。

深
層
コ
ア
の
研
究
に
よ
っ
て
多
く
の
成
果
が
出
て

い
る
が
、最
近
で
は
、２
０
１
８
年
３
月
に
琉
球
大
学
、

名
古
屋
大
学
、東
京
大
学
、北
海
道
大
学
、信
州
大
学
、

山
形
大
学
と
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
が
成
果
を
出
し
て

い
る
。
ア
イ
ス
コ
ア
は
、
そ
れ
が
ど
の
時
代
の
も
の

で
あ
る
か
、高
精
度
で
年
代
軸
を
付
け
る
こ
と
が
研

究
者
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、本
山
教
授
ら
は
、ア

イ
ス
コ
ア
に
含
ま
れ
て
い
る
気
体
の
酸
素
濃
度
が
天

文
学
的
に
計
算
で
き
る
過
去
の
日
射
量
と
同
期
し
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
て
、年
代
決
定
の
誤
差

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
。

共
同
研
究
の
結
果
は
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
研
究

者
が
共
有
で
き
る
よ
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ

る
な
ど
、広
く
発
信
さ
れ
て
い
る
。

極
域
研
究
を
支
え
る

次
世
代
研
究
者
を
育
成

採
取
さ
れ
た
ア
イ
ス
コ
ア
は
共
同
研
究
を
通
じ
て

消
費
さ
れ
て
い
く
た
め
、計
画
的
に
新
た
な
掘
削
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
山
教
授
に
よ
れ
ば
、採

取
し
た
ア
イ
ス
コ
ア
の
う
ち
、ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
の

を
２
〜
３
割
に
留
め
、残
り
を
研
究
に
使
っ
て
も
ら

う
の
が
理
想
的
だ
と
い
う
。

「
で
き
る
だ
け
多
く
の
ア
イ
ス
コ
ア
を
使
っ
て
も

と
５
０
０
ｍ
を
残
し
て
掘
削
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
新
た
に
氷
床
表
面
か
ら
の

再
掘
削
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、ひ
と
え
に

研
究
者
ら
の
熱
意
の
賜
物
だ
っ
た
。
２
０
０
７
年
に

は
本
山
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
内
陸
部
の
ド
ー

ム
ふ
じ
基
地
に
お
い
て
、深
さ
３
０
３
５
ｍ
、７０
万
年

以
上
を
カ
バ
ー
す
る
コ
ア
の
掘
削
に
成
功
、一
躍
、世

界
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。

採
取
し
た
３
０
３
５
ｍ
の
貴
重
な
コ
ア
を
保
管
・

解
析
す
る
た
め
、極
地
研
は
２
０
０
９
年
に
低
温
室
、

コ
ア
分
析
室
な
ど
を
大
幅
に
拡
張
、コ
ア
の
高
速
分

析
が
可
能
な
分
析
機
器
群
を
整
備
し
、研
究
体
制
を

整
え
た
。
そ
う
し
て
２
０
１
４
年
に
は
、
氷
床
研
究

を
主
要
な
取
り
組
み
と
位
置
付
け
、世
界
最
先
端
の

氷
床
深
層
掘
削
技
術
や
コ
ア
解
析
装
置
を
持
つ
ア
イ

ス
コ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

開
か
れ
た
共
同
研
究
の
場

現
在
、
極
地
研
全
体
で
進
行
中
の
共
同
研
究
は

１
０
０
件
を
超
え
て
お
り
、新
規
の
申
請
は
年
間
３０

〜
４０
件
ほ
ど
だ
。
こ
の
う
ち
、
ア
イ
ス
コ
ア
に
関
す

る
共
同
研
究
は
１０
件
あ
る
。  

ア
イ
ス
コ
ア
は
、非
常
に
貴
重
な
た
め
、約
四
分
の

一
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
残
り
が
極
地
研
や
大
学
、
他

機
関
の
研
究
者
に
共
同
研
究
用
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。

本
山
教
授
に
よ
れ
ば
、特
に
国
立
大
学
と
は
活
発
に

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
で
３
０
３
５
ｍ
掘
っ
た
計
画

も
立
案
さ
れ
た
の
は
３０
年
く
ら
い
前
な
ん
で
す
。
最

近
は
ど
こ
も
短
期
的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、結
果
が
す
ぐ
に
出
る
研
究

テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
同
研
究
の
相
手
先
に

本山 秀明（もとやま ひであき）

（理学博士・国立極地研究所 教育研究系 教授・気水圏研究グループ）
北海道大学理学部卒業。北海道大学助手、国立極地研究所助手、助
教授を経て2009年より現職。アイスコアを用いた気候・環境変動の
復元やその変動気候についての研究を進めている。1989年第31次
日本南極地域観測に参加。2003年から4度にわたり副隊長を務め
る。2010年、文部科学省技術賞受賞。主な著書に「アイスコアー地
球環境のタイムカプセル」（共著、極地研ライブラリー）などがある。



Episode 3

震
災
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た

歴
史
文
化
資
料
保
全
の
機
運

人
間
文
化
研
究
機
構
は
、
現
代
的
諸
課
題
の
解
明

に
資
す
る
べ
く
、
２
０
１
６
年
度
よ
り
６
ヵ
年
計
画

で
国
内
外
の
大
学
等
研
究
機
関
、
地
域
社
会
、
産
業

界
が
連
携
し
、17
も
の「
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
１
７
年
度
か

ら
は
神
戸
大
学
、
東
北
大
学
と
と
も
に
新
た
に「
歴

史
文
化
資
料
保
全
の
大
学
・
共
同
利
用
機
関
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」を
開
始
し
、地
域
社
会
に
伝
わ
る
歴
史

文
化
資
料
の
保
存
・
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
き
っ
か
け
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す
」

同
事
業
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、同
機
構
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館（
以
下
、歴
博
）の
天
野
真
志
特
任

准
教
授
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
で
、
個

人
の
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
古
文
書
や
民
具
な
ど
の

多
く
が
人
知
れ
ず
失
わ
れ
て
き
た
と
説
明
す
る
。
し

か
し
、た
と
え
公
的
な
保
護
対
象
と
な
る
指
定
文
化

財
で
な
く
と
も
、そ
れ
ら
は
そ
の
地
域
に
暮
ら
し
て

き
た
人
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
資
料
だ
と
い
う
。

「
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
未
来
へ
伝
え
る
べ
き
地
域
の
記

憶
。
失
わ
ず
に
引
き
継
い
で
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
、歴
史
研
究
と
地
域
社
会
と

の
関
係
を
捉
え
直
す
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
し
た
」

こ
う
し
た
資
料
の
消
失
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
研

究
者
ら
は
、地
元
の
市
民
と
協
同
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
「
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、
史
料

ネ
ッ
ト
）」を
立
ち
上
げ
る
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
、同

事
業
に
も
携
わ
る
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

の
奥
村
弘
教
授
だ
。

「
史
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
目
的
は
、被
災
地
の
資
料
の

救
済
と
修
復
で
、そ
の
後
、個
人
保
有
も
含
め
た
資
料

11

地域の文化・記憶を伝える
歴史文化資料を災害から守る

福島大学による古文書の整理作業。

人間文化
研究機構

国立歴史民俗博物館



【特集】大学共同利用機関── 人 間 文 化 研 究 機 構  国 立 歴 史 民 俗 博 物 館

何
を
残
し
、未
来
へ
繋
い
で
い
く
か

人
間
文
化
に
関
わ
る
歴
史
文
化
資
料

天
野
准
教
授
は
、史
料
ネ
ッ
ト
に
象
徴
さ
れ
る
地

域
活
動
を
推
進
す
る
大
学
を
見
て
、歴
史
文
化
を
通

じ
て
地
域
と
密
接
な
関
係
を
形
成
し
て
い
る
と
実
感

し
て
い
る
。

「
例
え
ば
福
島
大
学
は
、行
政
の
手
が
ま
わ
ら
な
い

被
災
地
の
復
興
に
対
し
、歴
史
文
化
の
観
点
か
ら
行

政
や
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
歴
史
文
化
に
対
す
る
向
き
合
い

方
は
多
様
で
す
が
、調
査
や
研
究
を
い
か
に
地
域
に

還
元
す
る
か
、さ
ら
に
地
域
の
歴
史
文
化
を
担
う
人

材
を
い
か
に
育
成
し
て
い
く
か
、こ
う
し
た
課
題
を

共
有
し
つ
つ
、積
極
的
に
支
援
と
協
力
を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
特
定
の
地
域
で
取
り
組
ま
れ
た
事
例

で
あ
っ
て
も
、ほ
か
の
地
域
、さ
ら
に
は
国
際
的
な
課

題
に
も
適
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

各
地
の
大
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
資
料
保
全
活
動

が
将
来
的
に
他
の
国
で
直
面
す
る
課
題
の
先
行
事
例

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

奥
村
教
授
は
、何
を
大
事
な
も
の
と
し
て
残
し
、未

来
へ
繋
い
で
い
く
の
か
と
い
う
、社
会
的
な
価
値
や

記
憶
に
つ
い
て
の
人
間
文
化
に
関
わ
る
根
源
的
な
部

分
を
、し
っ
か
り
と
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
、今
回

の
事
業
の
根
幹
に
あ
る
と
説
く
。
そ
れ
を
一
般
的
に

述
べ
る
だ
け
で
な
く
、地
域
や
震
災
の
歴
史
資
料
と

い
っ
た
形
で
、社
会
の
中
で
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
。

「
文
化
に
関
わ
る
学
問
分
野
の
重
要
な
問
題
を
社

会
に
提
示
で
き
る
か
ど
う
か
が
、大
き
な
カ
ギ
に
な

る
事
業
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

奥
村
教
授
は
、そ
う
未
来
を
思
い
描
い
た
。

「
人
間
文
化
研
究
機
構
が
各
大
学
の
課
題
を
解
消

す
る
た
め
の
具
体
例
を
提
案
し
て
、共
有
し
て
い
く

こ
と
が
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

さ
ら
に
歴
博
の
後
藤
真
准
教
授
は
、
同
機
構
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
や
人
が
集
ま
る
環
境
と
い
っ

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
説
明
す
る
。

「
今
回
の
事
業
は
、地
域
や
震
災
が
テ
ー
マ
。
同
じ

分
野
の
研
究
者
が
集
ま
る
学
会
と
違
い
、歴
史
学
者
、

考
古
学
者
、情
報
学
者
な
ど
、と
に
か
く
様
々
な
人
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
人
文
系
、自
然
科
学
系
、工
学
系

な
ど
、多
様
な
専
門
分
野
の
研
究
者
が
集
ま
る
こ
と

で
、文
理
融
合
型
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
歴
博
を
含
め
て
人

間
文
化
研
究
機
構
は
、こ
れ
ま
で
の
共
同
研
究
で
多

く
の
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
広
げ
て
い
く
と
同
時
に
、新
た
な
共
同
研
究

と
い
う
形
で
展
開
し
て
み
ん
な
に
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
作
る
こ
と
が
、大
学
共
同
利
用
機
関

が
や
っ
て
い
く
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」

ま
た
、天
野
准
教
授
は
、同
機
構
の
ほ
か
、同
事
業

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
神
戸
大
学
と
東
北
大
学
に
も

期
待
を
寄
せ
る
。

「
神
戸
大
学
は
、最
初
に
史
料
ネ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ

た
実
績
に
加
え
、災
害
の
記
憶
・
痕
跡
を
伝
え
る
震
災

資
料
の
収
集
保
存
活
動
に
お
い
て
も
先
導
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、東
北
大
学
は
、東
日
本
大

震
災
後
の
２
０
１
２
年
に
災
害
科
学
国
際
研
究
所
を

新
設
し
、
文
理
融
合
型
で
被
災
地
の
復
旧
、
資
料
保

存
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
津
波
被
災
地
で
古
文
書

な
ど
の
歴
史
文
化
資
料
を
救
済
し
た
経
験
か
ら
、資

料
の
保
存
技
術
の
研
究
を
牽
引
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」

の
所
在
情
報
の
調
査
も
始
ま
り
ま
し
た
。
大
学
教
員

や
学
生
、
資
料
館
、
博
物
館
、
郷
土
史
家
、
行
政
担
当

者
が
参
加
し
、市
民
と
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
」

神
戸
発
の
活
動
は
全
国
に
波
及
し
、
現
在
、
各
地

で
24
団
体
が
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
に

お
け
る
歴
史
文
化
継
承
の
担
い
手
に
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、多
く
は
国
立
大
学
が
運
営
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
も
の
の
、運
営
主
体
は
大
学
の
ほ
か
、地
方
自

治
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
様
々
で
、地
域
ご
と
の
実
情
を
反

映
し
た
形
で
独
立
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
文
化
資
料
保
全
に
取
り
組
む
大
学
等
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

奥
村
教
授
は
、同
事
業
に
よ
っ
て
各
活
動
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
意
義
を
強
調
す
る
。

「
大
規
模
災
害
が
起
き
た
時
は
、
そ
の
地
域
が
単

独
で
歴
史
文
化
資
料
を
救
済
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
相
互
支
援
が
可
能
に
な

る
の
で
す
。
歴
史
文
化
資
料
の
専
門
家
集
団
で
あ
る

人
間
文
化
研
究
機
構
が
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
く
れ
る
の

は
、各
大
学
に
と
っ
て
は
非
常
に
心
強
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」

さ
ら
に
同
事
業
で
は
、各
大
学
が
個
別
に
管
理
し

て
き
た
歴
史
文
化
資
料
に
関
す
る
情
報
を
統
合
し
、

全
国
横
断
的
に
検
索
が
可
能
な
広
域
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
料
保
全
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
知
見
に
つ
い
て
も
集
約
し
、各
大
学
が
共

有
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

天
野
准
教
授
に
よ
る
と
、こ
の
事
業
を
進
め
る
に

際
し
、大
学
共
同
利
用
機
関
と
い
う
立
場
で
改
め
て

各
大
学
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、意
外
に
も
抱
え
る

課
題
は
共
通
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
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後藤 真（ごとう まこと）

（国立歴史民俗博物館 研究
部准教授）
大阪市立大学大学院文学研
究科哲学歴史学専攻博士課
程修了後、花園大学文化遺
産学科 専任講師、人間文化
研究機構本部 特任助教など
を経て現職。

天野 真志（あまの まさし）

（国立歴史民俗博物館 研究
部特任准教授）
東北大学大学院文学研究科
博士課程修了後、東北大学
災害科学国際研究所助教な
どを経て現職。地域歴史文
化の保全・継承や歴史資料の
災害対策をテーマに研究。

奥村 弘（おくむら ひろし）

（神戸大学大学院人文学研究
科 社会動態専攻教授）
神戸大学大学院文化学研究
科博士課程、神戸大学文学
部教授、同大学地域連携推
進室室長を経て人文学研究
科長。地元市民と歴史資料
保全の連携事業を展開。



Episode 4
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一
大
学
の
枠
に
収
ま
ら
な
か
っ
た

大
型
望
遠
鏡
建
設
計
画

近
年
、
銀
河
の
分
布
や
宇
宙
の
起
源
な
ど
、
宇
宙

の
謎
が
次
々
に
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、ハ
ワ
イ
島
に

建
設
さ
れ
た
す
ば
る
望
遠
鏡
は
、そ
れ
ら
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

自
然
科
学
研
究
機
構
国
立
天
文
台
ハ
ワ
イ
観
測
所

長
の
吉
田
道
利
教
授
は
、す
ば
る
望
遠
鏡
建
設
計
画

の
発
端
を
こ
う
説
明
す
る
。

「
１
９
７
０
年
代
、日
本
の
大
型
望
遠
鏡
の
口
径
は
、

わ
ず
か
２
ｍ
弱
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
と
戦

え
な
い
、と
い
う
こ
と
で
、天
文
学
分
野
の
研
究
者
で

作
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
う
し
て
１
９
８
３
年
、
ハ
ワ
イ
に
大
型
望

遠
鏡
を
建
設
し
て
最
先
端
の
天
文
学
を
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
」

し
か
し
当
時
、
国
立
天
文
台
は
、「
東
京
天
文
台
」

と
い
う
名
称
で
、
東
京
大
学
の
一
組
織
。
吉
田
所
長

に
よ
る
と
、天
文
台
建
設
に
は
巨
額
の
費
用
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
一
大
学
の
計
画
と
し
て
は
、
大
き
過

ぎ
た
と
い
う
。
そ
の
時
の
予
算
要
求
は
通
ら
ず
、
東

京
天
文
台
は
１
９
８
８
年
に
国
立
天
文
台
へ
と
改
組
、

再
び
予
算
獲
得
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、

よ
う
や
く
１
９
９
０
年
に
建
設
調
査
費
が
、翌
年
に

本
体
の
建
設
費
が
認
め
ら
れ
た
。

「
改
組
に
つ
な
が
る
ほ
ど
、す
ば
る
望
遠
鏡
建
設
計

画
に
は
大
き
な
推
進
力
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
」

口
径
８
・
２
ｍ
の
す
ば
る
望
遠
鏡
は
、１
９
９
９
年
、

標
高
４
２
０
０
ｍ
の
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂
に
完
成
。
翌

年
か
ら
全
国
共
同
利
用
が
始
ま
り
、研
究
者
や
学
生

に
広
く
門
戸
が
開
か
れ
た
。

現
在
で
は
、年
間
共
同
利
用
枠
の
約
２
５
０
夜
に

世界で唯一無二の存在
「すばる望遠鏡」で宇宙の謎に迫る

すばる望遠鏡（中央）とペルセウス座流星群。

（提供：国立天文台）

自然科学
研究機構

 国立天文台



【特集】大学共同利用機関──自然 科 学 研 究 機 構  国 立 天 文 台

14

Ｓ
）」の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｓ
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
天
体
か
ら
の
光
の
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
、天
体

の
性
質
や
距
離
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の

デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、個
々
の
銀
河
の

分
布
だ
け
で
な
く
、多
種
多
様
な
銀
河
の
形
成
、進
化

の
過
程
や
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
正
体
な
ど
に
迫
る

と
い
う
。

国
立
天
文
台
が
重
視
す
る

基
礎
研
究
を
担
う
国
立
大
学
と
の
連
携

吉
田
所
長
に
よ
る
と
、こ
う
し
た
観
測
装
置
に
つ

い
て
は
、
す
ば
る
望
遠
鏡
の
立
ち
上
げ
時
、
意
識
的

に
国
立
大
学
と
の
共
同
開
発
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

す
ば
る
望
遠
鏡
が
で
き
て
、最
先
端
の
こ
と
が
で
き

る
こ
の
機
会
に
、大
学
に
天
文
学
研
究
の
芽
を
植
え
、

観
測
装
置
の
開
発
を
支
え
る
技
術
を
培
っ
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
実
際
、様
々
な
大
学
に
装
置
開
発
の
基
盤
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
東
北
大
学
と
は
、す
ば
る
望

遠
鏡
の
赤
外
線
の
瞳
と
も
言
え
る
赤
外
線
観
測
装
置

『
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
』（
モ
ア
ッ
ク
ス
）を
共
同
開
発
し
ま

し
た
。
我
々
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
よ
う
な
極

め
て
高
度
な
専
門
知
識
を
持
つ
研
究
者
が
い
る
こ
と

が
、国
立
大
学
と
の
連
携
の
魅
力
で
す
」

加
え
て
吉
田
所
長
は
、基
礎
研
究
の
重
要
性
も
強

調
す
る
。

「
基
礎
研
究
が
な
け
れ
ば
、新
し
い
も
の
も
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
我
々
だ
け
で
は
日
々
の
運
用
に

追
わ
れ
、一
つ
の
技
術
テ
ー
マ
に
何
年
も
腰
を
据
え

て
取
り
組
め
ま
せ
ん
。
国
立
大
学
は
、
幅
広
い
基
礎

研
究
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
我
々
に
と
っ
て
も

非
常
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
」

き
ま
し
た
」

観
測
装
置
に
は
他
に
も
多
く
の
候
補
が
あ
り
、選

択
は
国
際
審
査
委
員
会
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

「
審
査
の
途
中
段
階
で
は
、
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
、

作
る
意
義
は
あ
る
の
か
と
い
っ
た
厳
し
い
意
見
に
も

さ
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、岡
村
氏
ら
の
強
い
意
志
で
最

終
提
案
の
場
へ
と
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
つ
の

観
測
装
置
の
一
つ
と
し
て
シ
ュ
プ
リ
ー
ム
・
カ
ム
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
」

観
測
で
の
利
用
が
始
ま
る
と
、シ
ュ
プ
リ
ー
ム
・
カ

ム
は
圧
倒
的
な
稼
働
率
と
成
果
を
残
し
、そ
の
先
見

性
を
証
明
し
た
。

「
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
の
約
２
０
０
倍
の
広
視

野
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
能
力
は
、天
文
学
研
究
者
の

誰
も
が
使
っ
て
み
た
い
と
思
う
は
ず
で
す
」

そ
の
後
、シ
ュ
プ
リ
ー
ム
・
カ
ム
の
後
継
機
と
な
る

「
ハ
イ
パ
ー
・
シ
ュ
プ
リ
ー
ム
・
カ
ム（
以
下
、Ｈ
Ｓ
Ｃ
）」

の
開
発
は
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
や
台
湾
の
中
央
研

究
院
天
文
及
天
文
物
理
研
究
所（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ａ
）も

参
加
す
る
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
、国
内
企
業

も
参
画
。
補
正
レ
ン
ズ
は
キ
ヤ
ノ
ン
、撮
像
セ
ン
サ
ー

は
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
、望
遠
鏡
と
の
接
合
部
は
三
菱

電
機
が
高
い
技
術
力
を
発
揮
し
た
。
完
成
し
た
Ｈ
Ｓ

Ｃ
は
、
従
来
と
は
桁
違
い
に
広
く
て
深
い
、
宇
宙
の

３
次
元
地
図
の
作
成
が
可
能
と
な
り
、
２
０
１
７
年

に
は
世
界
で
初
め
て
重
力
波
天
体
の
光
の
観
測
に
も

成
功
し
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
開
発
の
成
果
で
あ
る
撮

像
セ
ン
サ
ー
は
海
外
の
大
型
望
遠
鏡
に
も
採
用
さ
れ
、

Ｘ
線
に
関
す
る
技
術
は
医
療
分
野
で
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。

そ
し
て
現
在
、
２
０
２
１
年
の
稼
働
開
始
を
目
指

し
て
、東
京
大
学
を
中
心
と
す
る
国
際
チ
ー
ム
が
新

た
な
観
測
装
置「
超
広
視
野
多
天
体
分
光
器（
Ｐ
Ｆ

対
し
、海
外
を
含
め
て
１
０
０
０
夜
以
上
の
申
請
が

あ
る
と
い
う
競
争
率
の
高
さ
。
公
平
性
確
保
の
た
め
、

海
外
の
研
究
者
を
含
む
審
査
員
が
申
請
さ
れ
た
研
究

テ
ー
マ
を
審
査
す
る
。
ま
た
、
総
合
研
究
大
学
院
大

学
な
ど
か
ら
多
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、す

ば
る
望
遠
鏡
に
よ
る
観
測
で
博
士
号
を
取
得
し
た
学

生
は
、
延
べ
１
７
０
人
以
上
に
の
ぼ
る
。
す
ば
る
望

遠
鏡
に
よ
り
、日
本
の
天
文
学
は
飛
躍
的
に
進
歩
し

た
と
吉
田
所
長
は
胸
を
張
る
。

「
感
覚
的
に
は
、
世
界
１
０
０
位
前
後
に
低
迷
し

て
い
た
も
の
が
、一
気
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
並
ん
だ

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
す
ば
る
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
年
間

１
０
０
～
１
５
０
の
学
術
論
文
が
発
表
さ
れ
、日
本

の
科
学
技
術
の
競
争
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
」

天
文
学
研
究
者
の
誰
も
が
使
っ
て
み
た
い
と
思
う

ユ
ニ
ー
ク
な
観
測
装
置

す
ば
る
望
遠
鏡
を
世
界
で
唯
一
無
二
の
存
在
と
し

て
い
る
の
が
、技
術
の
粋
を
集
め
た
数
々
の
観
測
装

置
だ
。
そ
の
一
つ
が
、す
ば
る
望
遠
鏡
と
並
行
し
て
開

発
さ
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ「
シ
ュ
プ
リ
ー
ム
・
カ
ム
」

だ
。
開
発
に
携
わ
っ
た
国
立
天
文
台
の
宮
崎
聡
准
教

授
は
当
時
を
振
り
返
る
。

「
計
画
当
時
、
既
に
米
国
の
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠

鏡
が
地
球
の
周
回
軌
道
上
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
て
、

天
体
画
像
は
大
気
圏
外
で
撮
影
す
る
方
が
よ
い
と
い

う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、岡
村
定
矩
東

京
大
学
教
授
ら
初
期
の
研
究
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、地

上
の
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、『
遠
く
の
天
体
』
を『
一
度

に
広
く
撮
影
』す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、学
術

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
活
発
に
議
論
を
交
わ
し
て
い

吉田 道利（よしだ みちとし）

（国立天文台ハワイ観測所長 教授）
京都大学理学研究科宇宙物理学博士課程修
了後、国立天文台岡山観測所長、広島大学宇
宙科学センター長などを経て現職。活動銀河、
銀河団、ガンマ線バーストなどを研究テーマ
に、すばる望遠鏡の観測装置開発に従事。現
在、京都大学3.8ｍ望遠鏡計画にもメンバー
として参画。

宮崎 聡（みやざき さとし）

（国立天文台 先端技術センター 准教授）
東京大学理学部理学系研究科物理学専攻修
了後、ハワイ大学天文学研究所 博士研究員、
国立天文台ハワイ観測所 主任研究員などを
経て現職。「ハイパー・シュプリーム・カム」開
発チームの一員として平成27年度科学技術
分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞 (開発
部門) を受賞。
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宮城教育大学では、2017年10月に独立行政

法人教職員支援機構（茨城県つくば市）初の地方

拠点「教職員支援機構 宮城教育大学センター」

を設置。それに続き、今年3月に最新型のICT機

器や壁一面に投影可能な設備を備えた「未来の

教室」を完成させた。今後、同機構が行う教員研

修や東北地区の特色ある防災教育などの様子を、

全国に発信していくことも検討している。

また、同大学学生向けには、新たなアクティブ

ラーニング型講義の場としての活用が始まって

いる。学部1年生が受講する「情報・ものづくり教

育実践体験演習」では、ICT機器を活用した自己

紹介に挑戦。プロスポーツ選手の等身大写真と

の比較など、スクリーンに多くの情報を同時表

示し、趣向を凝らしたプレゼンを行う一方、モニ

ターを使い、リアルタイムで質疑応答を展開。学

生たちは機器の活用ノウハウを習得しつつ、能

動的に講義に参画していた。

宇都宮大学は、最先

端のロボット技術を

中心とした先端テク

ノロジーを農業分野

に活用し、地域のイノ

ベーション創出を目

指すための新しい拠点「ロボティクス・工農技術

研究所（以下、REAL）」を開設した。

新しい研究所棟には、自動溶接ロボットや３Ｄ

プリンタなどの最新の設備を備えた「Fab Lab」

や、研究者のみならず意欲のある学生も参加して、

企業や自治体関係者と自由に意見交換できるス

ペース「テラコヤ」が整備された。研究所棟にはス

ロープを完備し、各フロアや屋上へのロボットの

移動が可能となり、自律走行研究のための環境も

充実。研究所棟に先立ち新設したイノベーション

ファームでは、イチゴ生産ロボットの稼働試験が

進められている。

今後REALでは、イチゴ生産ロボットの開発を

含む、産官学連携による五つのプロジェクトが展

開される。産官学が密に連携することで、革新的

な技術開発や新産業創出を見据えた事業化、人材

育成を目指していく。

帯広畜産大学

地
域
の
産
業
動
物
獣
医
療
に

2
種
類
の
診
断
車
で
貢
献

東京外国語大学 宮城教育大学

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究

所（以下、AA研）では、地球規模で進む言語と文化

の多様性喪失という社会問題に取り組んでいる。

AA研では、急激なグローバル化の中で消滅の

危機に瀕している少数民族言語・文化をできる

だけ正確かつ豊かに記録し後世に残すと同時に、

衰退するメカニズムを解明し、少数言語コミュ

ニティーでの伝統言語・文化の再活性化活動を

支援する方策を探ることに注力している。

人文系の研究では、異なる世界観、価値観、理

論的枠組みなどを活発に交流させ、議論を重

ねる共同研究が非常に重要となる。2年前か

ら進めているプロジェクト、Documentary 

Linguistics--Asian Perspectives (DLAP)も

そうした活動の一つで、特にアジア地域での事

情に焦点を当てた知見の共有や議論のフォーラ

ムとして開催。従来の欧米での価値

観や観察に基づいた消滅危機言語・

再活性化研究を再構築するために

共同研究を進めていく。

消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る

伝
統
言
語・文
化
の
再
活
性
化
を
支
援

機
器
の
操
作
を
教
え

合
う
学
生
達
。

宇
都
宮
大
学

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

目
指
す
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
拠
点

最
新
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
備
え
た「
未
来
の
教
室
」で

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
推
進

診
断
車
で
往
診
す
る
様
子
。

研究用スロープでのロボッ
トの実験走行の様子。

今年4月、帯広畜産大学では産業動物総合画

像診断システムとして、画像診断と特殊診断の

機能を搭載した2種類の診断車を導入した。

1号車はX線透視装置や超音波画像診断装置

などの大型機器を搭載し、「移動型診療室」とし

て、高度画像診断や超音波診断、それを基にした

治療・手術が可能だ。2号車は血液検査機器やク

リーンベンチを備え、「移動型検査室」として、よ

り詳細な病原体検査、遺伝子検査で病気を確定

するほか、内視鏡下人工授精・受精卵移植など最

先端の生殖医療も行える。

同大学まで輸送できない動物も多いなか、2台

の診断車が遠隔地まで往診することで、家畜の

病気への対応や健康診断を迅速に行うことがで

きる。今後も、地域の獣医師と協力しながら、集

団検診や診療に活用していく。

伝統的なアクセサリー、籐のブレスレッ
トを作る様子。こうした多くの土地固
有の美観や技術が急速に失われている。
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SDGsとは2015年の国連サミットで定められた「持続可

能な開発目標」の略称で、2016年から2030年までに達成

すべき17のゴール・169のターゲットで構成されている。岡

山大学では、大学改革として取り入れるとともに、地域と世

界のパートナーシップを構築する取組を行っている。

同大学では、地域と共に国連の「持続可能な開発のための

教育（ESD）」を推進してきた。2017年からは、SDGsに関

する行動指針を策定し、専用WEBサイトに取組の紹介やガ

イド本の翻訳を掲載。同年12月には、国連大学サステイナ

ビリティ高等研究所などと共にSDGsの世界会議を開催し

た。政府主催の第1回「ジャパンSDGsアワード」では、その

功績が認められ特別賞を受賞している。

今年は、国連の世界会議での取組紹介や、環境省などと

共にシンポジウム「生物多様性とSDGs」を開催している。

教員 が 高校 に 出向

き、「SDGsから何を

考えるか。提案でき

るか」について講演

するなど、課題発見・

解決の実践を通して、

SDGsの達成に貢献

している。

京都教育大学鹿児島大学

鹿児島市内のキャンパスから30km圏内に位置する鹿児

島大学農学部附属高隈演習林は、全国の大学演習林の中で

もスギ・ヒノキ人工林面積が最も広い。この全国有数の大学

演習林で、地域との連携や社会人再教育等の他に「教育関係

共同利用拠点」として様々な事業を展開してきた。

多くの大学や短期大学などが、同演習林を実習や研修の

場として利用し、2014年度から2017年度までの4年間で

延べ2,400名以上を受け入れている。教育の場としても利

用されており、①森づくり／林業教育分野、②自然体験／環

境教育分野、③森林の働き／防災教育分野、④森林の生態／

動植物教育分野の4分野において、演習林の特徴を活かした

教育を行っている。

また、女性特任職員がきめ細やかな対応を行っており、

2017年度における女子学生の利用者数は54.3％にもの

ぼった。女性職員の適切な対応から生まれる安心感は、学生

が実習に専念できる環境づくりに大きく貢献している。

京都教育大学では、機能強化の取組の一つとして、現代

的ニーズを踏まえた理系教員養成のためのカリキュラム

開発を実施しており、その中で、理系教科指導用の動画コ

ンテンツ制作を行っている。

同大学数学領域専攻の学生が中心となり、算数・数学を

小・中学生にわかりやすく伝えるための3分程度のコンテ

ンツを制作。大学教員との共同チェックを経て、京都教育

大学公式YouTubeサイトへアップロードする。現在、小

学校算数コンテンツ約100本、中学校数学コンテンツ約

50本を公開しており、院内学級の子どもたちや、全国約

13万人の不登校児童・生徒への学習支援などに役立つこ

とが期待される。

さらに、留学生などの協力を得て、ポルトガル語、ベト

ナム語、中国語、韓国・朝鮮語、英語など多言語対応版を

制作。日本語指導を必要とする国内約4万人の子どもたち

の学習支援にも役立てていく予定だ。

富
山
大
学

演
習
林
で
の
実
習
風
景
。

地
元
高
岡
市
と
連
携
し
て
行
う

「
金
屋
町
楽
市
」

SDGsを中心に据えた
パートナーシップの構築

理
系
教
員
養
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信

女
性
職
員
の
対
応
が

全
国
有
数
の
大
学
演
習
林
を
支
え
る

京都教育大学公式YouTubeサイト
https://www.youtube.com/channel/

UCbFgl-Qeb-ytfZY0VvlBraQ

江戸時代初期の町並みと銅器工芸の職を残す国の重要

伝統的建造物群保存地区に指定されている高岡市金屋町。

富山大学芸術文化学部は、地元高岡市と連携し、例年「金

屋町楽市」を開催している。

この催しは、同学部のプロジェクト授業を受講してい

る学生が参加し、地域住民と連携して各種イベントの企

画・運営に携わることで、地域の活性化や魅力ある町づく

りを図るものだ。学生にとって、様々な人々との繋がりに

より「創り手」「使い手」「つなぎ手」の大切さや、それらの

融合の必要性を理解できる実践的教育の場となっている。

当該地区の町家や石畳通りでは、県内外の著名な作家

の作品が展示されるほか、ボランティア学生によるお茶

会、着物ファッションショーなども開催され、伝統的な町

並みは華やかな雰囲気に包まれる。

岡
山
大
学

プロジェクト授業の一環として着物姿で参加する芸術文化学部生。SDGsをテーマに開催されたRCE第1回世界会議。
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「大地の力コンペ2018」
で未来農業シーズ賞を受
賞した敷田研究室の学生
有志。

「
ほ
な
、
は
り
き
っ
て
い
き
ま
し
ょ

か
～
！
」。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
Ｍ
Ｃ

の
掛
け
声
に
、カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
の
隊

列
が
ビ
シ
ッ
と
決
ま
る
。
２
０
１
７
年

８
月
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本

三
大
よ
さ
こ
い
祭
り
の
一
つ「
に
っ
ぽ

ん
ど
真
ん
中
祭
り
」（
通
称
・
ど
ま
つ
り
）

は
、３
日
間
で
約
２
０
０
万
人
の
観
客

を
動
員
す
る
日
本
最
大
級
の
踊
り
の
祭

典
。
大
阪
大
学
お
祭
り
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル“
祭ま

楽だ

人に

”は
、そ
の
祭
典
で
行
わ
れ

る「
全
国
学
生
№
１
決
定
戦
！
キ
ャ
ン

パ
ス
バ
ト
ル
」で
全
国
41
チ
ー
ム
と
競

い
、見
事
３
連
覇
に
輝
い
た
。

「
と
び
き
り
の
笑
顔
と
元
気
な
掛
け
声
。

そ
ん
な
よ
さ
こ
い
踊
り
の
魅
力
に
ど
っ

ぷ
り
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
」と
、17
代
目

代
表
の
土
居
大
起
さ
ん（
法
学
部
２
年
）。

演
舞
制
作
を
統
括
す
る
、作
成
班
班
長

の
村
上
深
太
郎
さ
ん（
外
国
語
学
部
２

年
）も
、「
他
の
チ
ー
ム
と
一
緒
に
踊
れ

て
交
流
が
広
が
る
の
も
、よ
さ
こ
い
な

ら
で
は
」と
語
る
。
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

に
惹
か
れ
て
か
、こ
こ
数
年
は
入
部
希

望
者
が
急
増
し
て
い
る
。

演
舞
は
毎
年
、大
阪
の
地
域
性
に
根

ざ
し
た
テ
ー
マ
を
設
定
。
プ
ロ
の
作

曲
家
の
協
力
も
得
な
が
ら
、音
楽
や
振

り
付
け
、衣
装
な
ど
班
ご
と
に
役
割
分

担
し
、約
８
カ
月
か
け
て
作
り
上
げ
る
。

振
り
班
班
長
の
鳥
越
絵
理
さ
ん（
外
国

語
学
部
２
年
）は
、「
普
通
の
振
り
付
け

じ
ゃ
お
も
し
ろ
く
な
い
」と
、吉
本
新
喜

劇
や
宝
塚
歌
劇
団
を
熱
心
に
研
究
。
道

頓
堀
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
舞
で
は
、ユ
ー

モ
ア
満
点
の「
ズ
ッ
コ
ケ
」で
観
客
を
沸

か
せ
、「
あ
の
振
り
が
一
番
苦
労
し
ま
し

た
ね
」と
笑
う
。

全
国
の
祭
り
に
加
え
、福
祉
施
設
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
。
今
年
９

月
に
は
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た「
こ
い

や
祭
り
」に
も
参
加
。
こ
れ
か
ら
も「
笑

顔
で
つ
な
ぐ
あ
り
が
と
う
」を
チ
ー
ム

コ
ン
セ
プ
ト
に
、祭
り
に
関
わ
る
全
て

の
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、楽
し

さ
を
皆
で
共
有
し
た
い
と
意
気
込
む
。

※�

阪
大
生
の
活
躍
は�

“
き
ら
め
き
のStoryZ

（
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
）”�

https://osku.jp/n0818�

〈
本
記
事
に
記
載
の
学
年
等
の
情
報
は
、

2
0
1
8
年
2
月
時
点
の
内
容
で
す
〉

日本最大級の踊りの祭典で
「学生No.1」3連覇

大阪大学／
お祭りダンスサークル“祭

ま だ に

楽人”

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
科
敷
田
研
究
室
の
学

生
有
志（
涂
代
芬
さ
ん
、阿
部
和
美
さ
ん
、

河
合
一
樹
さ
ん
、宮
下
健
太
郎
さ
ん
）が
、

「
大
地
の
力
コ
ン
ペ
２
０
１
８
」で
未
来

農
業
シ
ー
ズ
賞
を
受
賞
し
た
。
対
象
と

な
っ
た
の
は
、同
大
学
が
立
地
す
る
石

川
県
能
美
市
で
交
流
観
光
の
実
現
を
目

指
し
た「
旅
し
に
来
ん
か
い
ね
～
ア
グ

リ
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」。
ホ
テ
ル
業
界
の

リ
ゾ
ー
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
参
考
に
、

「
ア
グ
リ
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」を
育
成
し
、

能
美
市
の
駅
前
に
あ
る
空
き
家
活
用
や

能
美
野
菜
を
育
成
す
る
農
業
体
験
の
提

供
と
い
っ
た
取
組
が
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
コ
ン
ペ
は
一
般
社
団
法
人
女
性

未
来
農
業
創
造
研
究
会
が
主
催
す
る
も

の
。
今
年
度
は「
農
＋
食
の
安
全
と
健

康
」を
テ
ー
マ
に
、女
性
や
若
者
が
活
躍

す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、食
文
化
の

継
承
な
ど
に
関
す
る
未
来
の
農
業
を
創

る
ア
イ
デ
ア
の
募
集
が
行
わ
れ
た
。

提
案
に
あ
た
っ
て
は
、何
度
も
現
地

調
査
や
能
美
市
役
所
、農
家
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
、農
業
へ
の
理
解
と

地
域
課
題
の
認
識
を
深
め
た
。
一
方
で
、

課
題
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出

す
に
あ
た
り
、同
大
学
で
学
ん
だ
社
会

調
査
方
法
論
や
、同
大
学
教
員
の
研
究

「
音
声
つ
ぶ
や
き
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
支
援
シ
ス
テ
ム（
内
平
直
志
教

授
）」を
大
胆
に
取
り
入
れ
、独
自
の
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
提

案
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

地
域
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

研
究
を
行
う
学
生
に
と
っ
て
は
、現
地

調
査
は
も
と
よ
り
大
学
で
学
ん
だ
知
識

を
状
況
に
合
わ
せ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
能
力
が
重
要
と
な
る
。
今
回
の
コ
ン

ペ
で
は
、現
場
の
実
践
知
と
大
学
知
の

効
果
的
な
融
合
が
進
み
、取
組
の
前
後

で
学
生
の
積
極
性
や
適
応
性
は
目
に
見

え
る
形
で
変
化
し
た
。

こ
う
い
っ
た
学
生
の
教
育
プ
ロ
セ
ス

は
今
後
も
重
要
と
な
る
。
同
時
に
、同
大

学
で
は
、地
域
も
学
生
の
活
動
に
よ
っ

て
好
影
響
を
受
け
る
と
い
う
好
循
環

を
生
み
出
し
、学
生
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
持
続
的
に
成
長
す
る
教
育
モ
デ

ル
を
、こ
れ
か
ら
の
地
域
協
働
を
見
据

え
て
構
築
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

大地の力 コンペ2018 
未来農業シーズ賞 
～ 大学内で学んだ知識を 

地域で実践～

ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。

北陸先端科学技術大学院大学／
敷田研究室

躍動感あふれる“祭楽人”の演舞。
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大
分
大
学
医
学
部
医
学
科
３
年
の
岡

田
将
人
さ
ん
が
、
２
０
１
８
年
６
月
３

日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
世
界
プ
ロ
ム

エ
タ
イ
連
盟（
Ｗ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
）日
本
ウ
ェ
ル

タ
ー
級
の
王
座
決
定
戦
で
勝
利
し
、日

本
王
座
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
現
役
医

大
生
と
し
て
初
め
て
の
ム
エ
タ
イ
日
本

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
誕
生
し
た
。

元
々
格
闘
技
好
き
だ
っ
た
岡
田
さ
ん

と
ム
エ
タ
イ
と
の
出
会
い
は
高
校
時
代
。

自
分
と
同
じ
名
前
の「
魔
裟
斗
」選
手
に

あ
こ
が
れ
、熱
中
し
て
い
た
Ｋ
-１
の
試

合
で
ム
エ
タ
イ
の
選
手
を
見
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

高
校
卒
業
後
、ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け

持
ち
し
て
留
学
費
用
を
稼
ぎ
、20
歳
の

時
に
単
身
タ
イ
へ
。
知
人
の
紹
介
で

入
っ
た
ジ
ム
で
ム
エ
タ
イ
修
業
を
開
始
。

タ
イ
語
は
当
初
、ま
っ
た
く
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、練
習
後
に
同
じ
ジ
ム
に
通

う
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、習
得
し
て
い
っ
た
。
見
知
ら
ぬ
地
で

厳
し
い
練
習
に
明
け
暮
れ
る
日
々
の
中

で
、改
め
て
湧
き
上
が
る
両
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
や
将
来
の
自
分
の
姿
に
つ

い
て
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。

１
年
３
カ
月
の
修
業
を
経
て
帰
国
。

さ
ら
に
、英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
向
上
の
た
め
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
語
学
留
学
し
た
。
そ
の
後
、
中
学

校
1
年
生
の
時
に
病
気
で
他
界
し
た
外

科
医
の
父
親
が
遺
し
た「
医
師
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
い
う
想
い
を
胸
に
、受
験

勉
強
に
集
中
。
２
０
１
６
年
に
父
親
の

母
校
で
も
あ
る
大
分
大
学
医
学
部
に
合

格
し
、同
年
11
月
に
は
、リ
ン
グ
ネ
ー
ム�

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ�

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｙ（
マ

サ
ト�

ブ
レ
ー
ブ
リ
ー
）と
し
て
念
願
の

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
た
。

連
日
、早
朝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、昼
間
は

講
義
、夜
は
ジ
ム
で
の
練
習
後
に
自
宅

で
勉
強
と
い
う
ス
ト
イ
ッ
ク
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
タ

イ
ト
ル
戦
を
終
え
た
翌
日
に
は
、早
朝

の
飛
行
機
で
大
分
に
戻
り
、そ
の
ま
ま

大
学
に
直
行
し
授
業
を
受
け
る
と
い
う

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
も
こ
な
し
た
。

現
在
も
、ム
エ
タ
イ
世
界
王
者
と
外

科
医
と
い
う
夢
の
両
立
を
目
指
し
て
、

日
夜
努
力
を
重
ね
る
毎
日
で
あ
る
。

「世界最強の外科医」を
目指して

大分大学／岡田 将人さん

春
の
大
学
日
本
一
を
決
め
る
第
67
回

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
、広

島
大
学
硬
式
野
球
部
が
、35
年
ぶ
り
３

回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。
今
大
会
の

出
場
校
で
唯
一
の
国
立
大
学
で
あ
る
。

応
援
に
は
越
智
光
夫
学
長
や
、前
広
島

東
洋
カ
ー
プ
監
督
で
広
島
大
学
教
育
学

研
究
科
の
学
生
で
も
あ
る
野
村
謙
二
郎

氏
も
駆
け
つ
け
た
。

同
大
会
で
は
こ
れ
ま
で
勝
利
を
手
に

し
て
お
ら
ず
、今
大
会
で
も
優
勝
し
た

強
豪
を
相
手
に
涙
を
飲
ん
だ
。
悲
願
の

初
勝
利
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
や

る
べ
き
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
を

意
識
し
て
練
習
に
励
み
、秋
の
リ
ー
グ

で
は
さ
ら
に
上
を
目
指
し
た
い
」と
國

政
隆
吾
主
将
を
は
じ
め
、前
向
き
な
選

手
た
ち
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
る
。
エ
ー

ス
の
中
田
朋
輝
投
手（
工
学
部
４
年
）は

「
こ
の
ま
ま
で
は
全
国
で
通
用
し
な
い
。

こ
こ
を
基
準
に
、目
標
で
あ
る
１
５
０

キ
ロ
を
出
せ
る
よ
う
真
っ
直
ぐ
を
鍛
え

直
す
」と
、さ
ら
な
る
成
長
を
誓
っ
た
。

こ
こ
ま
で
く
る
道
の
り
も
平
坦
で
は

な
か
っ
た
。
硬
式
野
球
部
は
部
員
59
人
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ク
ラ
ス
に
高
校
時
代
の
甲

子
園
経
験
者
は
い
な
い
。
硬
式
野
球
部

Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
監
督
は
、平
日
は
仕
事

が
あ
る
た
め
、週
末
の
指
導
し
か
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
日
々
の
練
習
は
、２
人
の

学
生
コ
ー
チ
が
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、選
手

た
ち
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
調
べ

た
情
報
を
活
用
し
て
技
術
向
上
に
励
ん

で
い
る
。
ま
た
、控
え
選
手
が
相
手
チ
ー

ム
の
試
合
を
撮
影
し
、情
報
収
集
・
分
析

を
す
る
な
ど
、チ
ー
ム
全
体
で
野
球
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
恵
ま
れ
な
い
環
境

が
選
手
た
ち
に「
考
え
る
癖
」と「
自
主

性
」を
身
に
付
け
さ
せ
、野
球
へ
の
主
体

的
な
姿
勢
が
、全
国
大
会
出
場
に
つ
な

が
っ
た
。

中
田
投
手
は
プ
ロ
注
目
の
選
手
で
、

最
速
１
４
８
キ
ロ
の
直
球
や
ス
ラ
イ

ダ
ー
が
武
器
。
広
島
六
大
学
野
球
春
季

リ
ー
グ
で
６
勝
２
敗
、防
御
率
０
・
８
６

を
記
録
し
、
最
優
秀
選
手
賞
、
最
優
秀

防
御
率
賞
、ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
の
３
冠
に

輝
い
た
。
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
た

今
、「
社
会
人
野
球
か
プ
ロ
野
球
が
目
標
。

ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ
れ
ば
嬉
し
い
」と

語
っ
た
。

35年ぶりに
全日本大学野球選手権大会
に出場
広島大学／硬式野球部

W
P
M
F
日
本
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
王
座
決
定
戦
後
の

表
彰
式
の
様
子
。

広島六大学野球春季リーグ戦優勝決定後の記念撮影。
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